
規制が強化されたアーク溶接作業パトロールを実施 

～じん肺予防に加え、神経障害等の健康被害への対応の規制強化～ 

 

 愛知労働局は６日、全国労働衛生週間（10 月１日～７日）の一環として、アーク溶接作

業について、じん肺予防をはじめ、神経障害等の健康障害防止のための規制が強化された

ことから、その対応状況を確認するため、稲沢市の池田工業㈱に対するパトロールの様子

を公開。溶接ヒュームのばく露防止対策、防じんマスクの着用状況、換気の状況などを確

かめた。 

 池田工業は、「防じんマスクの着用が課題であり、新鮮な空気をヘルメットから顔面に送

気することにより、作業者がばく露するヒュームの低減に取り組んでいる。」「その結果、

呼吸のしやすい防じんマスクを選択、使用できるようになった。」「ヘルメットに繋がる送

気ホースに孔を空け、作業服内を通し冷気を送気することにより熱中症対策にも取り組ん

でいる。」などと説明。 

 溶接ヒュームについては、神経障害等の健康障害を及ぼすことが明らかとなり、粉じん

としての規制に加え、本年４月から特定化学物質（第２類）として規制された。 

 

 

【写真に写っている者】 

・労働局の腕章を着けている者  伊藤正史 愛知労働局長 

・ブルーの作業衣を着ている者  池田工業㈱代表取締役 平澤実 

 

 

 









 

 
 
 
 
 
 

 
日 時 2021 年 11 月 2９日（月） 13︓30 ～ 16︓00（開場 12︓30） 
会 場 日本特殊陶業市民会館 フォレストホール （名古屋市中区金山一丁目 5 番 1 号） 
参 加 費 無 料 

プ ロ グ ラ ム 

 ビデオメッセージ 『リスクアセスメント推進大会 2021 あいちへ寄せて』 
明治大学顧問・名誉教授・校友会名誉会長 向殿 政男 氏 

 プロローグ 
 主催者あいさつ 
 基調講演 『リスクアセスメントはマネジメントの基盤』 

合同会社高岡労働安全技術研究所 髙岡 弘幸 氏 
 会場参加型パネルディスカッション 『コントロールからマネジメントへ』 
 大会宣言 
 エピローグ 

主 催 愛知労働局 
協 力 (公社)愛知労働基準協会、各地区労働基準協会、各労働災害防止団体 
後 援 日本労働組合総連合会 愛知県連合会、愛知県経営者協会 

  

  

 右の QR コードから Web にアクセスの上、お申し込みください。 
https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/jirei_toukei/anzen_eisei/RA_forum2021.html  

 申込期限︓令和 3 年 11 月 15 日(月)まで 
ただし、定員に達した場合には期限より前に受付を終了することがあります。 
 お申し込みは、Web のみとさせていただきます。 
 受付完了画面若しくは、お申込み完了メールを印刷し、当日お持ちください。 
 お問い合わせ︓愛知労働局 労働基準部 安全課 TEL:052-972-0255 

 

本年度は、新型コロナウイルス感染リスク低減対策として、会場では次の対応をお願いします。 
 マスクの着用をお願いします。  
 大声での会話はお控えください。 
 会場入口で体温測定をお願いしております。決められた入口からのみ入場をお願いします。  
 受付前で手指消毒をお願いしております。 受付及び退場時には手指消毒をお願いします。  

（アルコール消毒ができない場合にはお申し出ください。） 
 ホール内の座席は「指定席」です。受付でお渡しする「座席指定票」に記載された座席におかけください。 
 ロビーの椅子等に着席される場合には、間隔を空けておかけください。 
 接触確認アプリの導入にご協力ください。 
 アンドロイド端末 

https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.go.mhlw.covid19radar 
 ｉＯＳ（iPhone 等）端末 

https://apps.apple.com/jp/app/id1516764458 
 

 

詳しくはこちら 

厚生労働省 

ウェブサイト 

Android の方はこちら iPhone の方はこちら 

申
込
方
法 

https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/jirei?toukei/anzen?eisei/RA?forum2021.html
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.go.mhlw.covid19radar
https://apps.apple.com/jp/app/id1516764458


愛知労働局YouTubeチャンネルに

しました

「愛知県最低賃金が
上がりました」 ☞

【動画内容】
❶ 最低賃金改定のお知らせ
❷ 業務改善助成金の概要
❸ 雇用調整助成金の休業規模要件の緩和の概要

愛知労働局のチャンネル登録も
お願いします m(_ _)m ☞

商標・登録商標については愛知労働局HPの「商標について」をご参照ください。







 

 

 
・労働局、労働基準監督署では、下請等中小事業者から、「しわ寄せ」に関する相談が寄せられた場合

には、相談情報を地方経済産業局に情報提供しています。 

・下請事業者に対する監督指導において、労働基準関係法令違反が認められ、背景に親事業者による

下請法等違反行為の存在が疑われる場合には、公正取引委員会、中小企業庁に通報しています。 







加入していますか？ 労働保険 

 

11月は「労働保険適用促進強化期間」です。 

労働者を一人でも雇用していれば労働保険に加入する必要があります。 

 

労働保険とは 

 労災保険と雇用保険とを総称した言葉で、政府が管掌する強制保険制度です。 

 労働者を一人でも雇用していれば、加入手続きを行わなければなりません。（農林水

産の一部の事業は除きます。） 

 

労災保険とは 

 労働者の方が業務中や通勤途上に災害にあった場合、必要な保険給付を行い、被

災された方や遺族の方の生活を保護し、併せて社会復帰を促進する事業を行うため

の保険制度です。 

 

雇用保険とは 

 労働者の方が失業した場合に、失業等給付を支給したり再就職を促進する事業を

行うための保険制度です。 

 

成立手続きを怠った場合は 

 事業主が故意または重大な過失により、労働保険関係成立届（労働保険への加入

届）を提出していない期間中に労働災害が生じ、労災保険給付を行った場合、事業

主から①～②を徴収することになります。（労災保険未手続事業主に対する費用徴収

制度） 

① 最大 2年間遡った労働保険料及び追徴金（10％） 

② 以下により、労災保険給付額の 100％又は 40％ 

（1）労働保険の加入手続きについて労働局職員等から加入勧奨・指導を受けて

いた場合 

                      ⇓ 

事業主が故意に手続きを行わなかったものと認定し、労災保険給付額の

100％を事業主から徴収 

（2）（1）以外で、労働保険の適用事業となってから（労働者を雇用してから）1 年

を経過していた場合 

                      ⇓ 

事業主が重大な過失により手続きを行わなかったものと認定し、労災保険給



付額の 40％を事業主から徴収 

 

＜費用徴収の実施例＞ 

 A 社では、いままで労災事故を発生させたことがなく、また保険料の支払いが負担に

なることから、労災保険の成立手続きを行っていませんでした。 

 ところが、先般、従業員 B（賃金日額 1万円）が労災事故が原因で死亡し、遺族の方

に対し労災保険から遺族補償一時金の支給が行われました。 

 A 社について、労災保険の成立手続を行うよう指導を受けた事実はないものの、労

災保険の適用事業となった時から 1 年を経過してなお手続きを行わない場合には、

「重大な過失」により手続を行わないものと認定され、保険給付額の 40％の金額が徴

収されることになります。 

 この場合の費用徴収の額はおおむね次のとおりとなります。 

 

遺族補償一時金の額（10,000 円（労働者の賃金日額）×1,000 日分）×40％＝

4,000,000円 

 

 事業主さんは、正社員、アルバイト、パートなどの労働者を一人でも雇ったら労働保

険の加入義務があります。 

 労働保険の加入手続きには、①事業主さんが労働基準監督署に直接行う方法と②

労働保険事務組合に委託して代わりに行ってもらう方法があります。 

 労働保険は、労働災害等から大切な労働者・家族を守るだけでなく、会社（事業主）

を守る保険でもあります。 

 労働者を一人でも雇ったら、①労働基準監督署または②労働保険事務組合で加入

手続きを行ってください。 



死傷 死亡 死傷 死亡 増減数 増減率

43 38 +5 +13.2% 

食 料 品 製 造 業 2 4 -2 -50.0% 

繊 維 工 業 2 1 +1 +100.0% 

鉄 鋼 業 13 4 +9 +225.0% 

金 属 製 品 2 6 -4 -66.7% 

一 般 機 械 器 具 6 4 +2 +50.0% 

輸 送 機 械 製 造 8 10 -2 -20.0% 

上 記 以 外 の 製 造 業 10 9 +1 +11.1% 

11 12 -1 -8.3% 

土 木 工 事 業 4 -4 -100.0% 

建 築 工 事 業 9 7 +2 +28.6% 

そ の 他 の 建 設 業 2 1 +1 +100.0% 

9 9 0 0.0% 

15 11 1 +4 +36.4% 

新 聞 販 売 3 2 +1 +50.0% 

そ の 他 の 小 売 業 12 9 1 +3 +33.3% 

1 5 -4 -80.0% 

8 4 +4 +100.0% 

2 4 -2 -50.0% 

5 6 -1 -16.7% 

20 17 1 +3 +17.6% 

114 0 106 2 +8 +7.5% 

建 設 業

令和3年　西尾支署業種別労働災害発生状況
令和3年9月末現在

        　         　　 　　 年    別
  業   種 令和3年 令和2年 増　　減

製 造 業

 

陸 上 貨 物 運 送 事 業

小 売 業

通 信 業

社 会 福 祉 施 設

合 計

飲 食 店

清 掃 ・ と 畜 業

上 記 以 外 の 事 業



発生日時 事故の型/起因物 災害発生状況・原因

R3.9.13.

10:25

交通事故(道路) タンクローリーで自動車専用道路を走行中、側壁に衝突した。

トラック
2021

▶

道路貨物運送業9名以下 60代 3年トラック運転者 経
験

事業場
規模

業
種

R3.9.13.

14:30

交通事故(道路) 製品配送後の帰社途中、工事で渋滞中の高速道路で後ろから大型トラックに追
突されたもの。

トラック
2021

▶

金属製品製造業50～99名 40代 4年営業 経
験

事業場
規模

業
種

R3.9.16.

15:30

墜落･転落 伐倒木の選木作業中、被災者が時間になっても集合場所に現れなかったため捜
索したところ、沢で倒れている状態で発見されたもの。被災者の担当エリア内
にシダに覆われた崖があり、発見された沢はこの崖の真下のため、崖を滑落し
たと推定されている。

通路
2021

▶

林業10～29名 40代 1年林業 経
験

事業場
規模

業
種
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        ※（　）内は交通事故による死亡者数で内数である。

10 (  1 ) 7 (  0 ) 11 (  0 )
食 料 品 製 造 業 1 (  0 ) 0 (  0 ) 0 (  0 )
化 学 工 業 1 (  0 ) 3 (  0 ) 3 (  0 )
鉄 鋼 ・ 非 鉄 金 属 2 (  0 ) 1 (  0 ) 1 (  0 )
金 属 製 品 1 (  1 ) 0 (  0 ) 2 (  0 )
一 般 ・ 電 気 ・ 輸 送 用 2 (  0 ) 3 (  0 ) 4 (  0 )
そ の 他 3 (  0 ) 0 (  0 ) 1 (  0 )

3 (  0 ) 8 (  1 ) 13 (  2 )
 土 木 工 事 業 0 (  0 ) 4 (  1 ) 4 (  1 )

建 築 工 事 業 3 (  0 ) 2 (  0 ) 5 (  1 )
そ の 他 0 (  0 ) 2 (  0 ) 4 (  0 )

1 (  1 ) 7 (  1 ) 7 (  1 )
2 (  2 ) 3 (  1 ) 3 (  1 )

 卸 売 業 0 (  0 ) 0 (  0 ) 0 (  0 )
小 売 業 2 (  2 ) 2 (  1 ) 2 (  1 )
そ の 他 0 (  0 ) 1 (  0 ) 1 (  0 )

0 (  0 ) 3 (  0 ) 3 (  0 )
4 (  1 ) 8 (  0 ) 13 (  2 )

20 (  5 ) 36 (  3 ) 50 (  6 )合 計

製 造 業

建 設 業

陸 上 貨 物 運 送 事 業
商 業

清 掃 ・ と 畜 業
上 記 以 外 の 事 業

愛知労働局管内死亡災害発生状況 ( 令和3年10月11日 現在の速報値)

        　                年    別
  業   種

令和3年速報値 令和2年同時期(速報値) 令和2年確定値
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月別死亡災害発生状況積算グラフ
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危険源（2021年） 上記大きな要因から抽出

＜動力挟まれ＞・コンベアーモーター部チェーン 推力未記入
・破砕機 排出コンベアのリターンローラー
・NC旋盤 主軸ベルト

＜墜落＞ ・ポンプ車はしご部位 高さ２．５ｍ
＜車両＞ ・フォークリフト運搬の２段積みパレット

西尾

過去１２年間の
死亡災害

ピンク６要因で９４％
＊警戒すべきとし
以下STOP6と称す

動力
挟まれ重量物

車両

落下

熱

感電 他

１７

◇ＳＴＯＰ６比率５０％
◇大きな要因１４件
◇死亡 ２件

１４動力
挟まれ熱

６
車両
８

1４５

ＳＴＯＰ６は３件 比率は昨年５０％⇒今年２９％⇒今回１２％
動力挟まれ１件 製造業 大きな要因１件 製造業外/製造業はゼロ

１７

危険源 ※大きな要因から抽出

＜墜落＞ 樹木 高さ３ｍ

９月比較した過去
件
数

認定月

休業災害件数推移 ＳＴＯＰ６比率

分析 西尾管内から大きな災害をださない

大きな要因

１件

９７

◇ＳＴＯＰ６比率 ２９％
◇大きな要因 ５件
◇死亡 ０件

昨年レベル
１２件

145件／12ヶ月

８墜落

11動力挟まれ 多い？
ではなく 残る‼

４車両

１墜落

１５その他

理事会報告の為、一旦１～９月で総括

２０２１年大きな災害要因（STOP6）
◆製造業は良い結果を維持

ただ動力挟まれが“残る”
◆大きな要因は、製造業外の比率が高まる

３重量物

２熱６９ その他

動力挟まれ １件

後半の目標（２０２１年１０〜１２月） ＊災害管理は1-12
【結果系】２ケ月に１回は３項目を 20％以下 ゼロ ゼロ とし

2013年度以来８年ぶりの２０２１年度死亡災害ゼロ達成
【活動系】過去多い動力挟まれ/巻き込まれの未然防止

少なくとも動力挟まれを『危険源』『作業』『マネジメント』で
説明しきってください 12月相互確認会のテーマ予定

ピンクが
STOP6


